
　
被
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
は
東
北
地
域
だ
け
で
な
く
、
わ
が
国
の
最
重
要
課
題

だ
と
い
え
る
。
総
力
を
挙
げ
て
、
復
旧
・
復
興
作
業
を
加
速
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
「
新
し
い
東
北
」
の
創
造
を
掲
げ
る
復
興
庁
は
２
０
１
３
年

月
に
「
東
日

本
大
震
災
か
ら
の
復
興
状
況
に
関
す
る
報
告
」
を
行
っ
た
。
公
共
イ
ン
フ
ラ
は
着

実
に
事
業
計
画
を
進
め
て
い
る
。
約

万
人
に
上
っ
た
避
難
者
は

万
人
ま
で
減

少
し
た
が
、
住
宅
再
建
と
復
興
ま
ち
づ
く
り
に
関
し
て
一
段
と
加
速
さ
せ
る
。
震

災
復
興
の
中
で
日
本
の
み
な
ら
ず
世
界
か
ら
復
興
の
モ
デ
ル
と
な
る
よ
う
、
産
学

官
連
携
の
取
り
組
み
も
推
進
し
て
い
る
。

モ
デ
ル
先
導
事
業
を
選
定
復
興
庁
、
幅
広
い
取
り
組
み
支
援

「新しい東北」官民連携推進協議会の取り組み　　　　　　　　（ホームページより作成）

官
民
連
携
を
推
進
協
議
会
設
立
し
活
動
拡
大

「新しい東北」の創造復興事業加速

　

年

月
、
復
興
庁
は

「
新
し
い
東
北
」
官
民
連
携

推
進
協
議
会
設
立
を
発
表

し
、
会
員
を
公
募
。

月
に

協
議
会
を
発
足
さ
せ
た
。

年
２
月
の
時
点
で
登
録
会
員

企
業
・
団
体
は
６
８
１
。
同

協
議
会
で
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

を
通
じ
て
、
被
災
地
で
展
開

さ
れ
て
い
る
会
員
企
業
・
団

体
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
連
携
を
推
進
し

て
い
る
。
会
員
の
新
た
な
ビ

ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
生
み
出

し
な
が
ら
、
東
北
の
持
続
的

な
活
力
に
結
び
つ
け
て
い

く
。
３
月

日
ま
で
第
３
次

会
員
募
集
も
行
っ
て
お
り
、

応
募
要
件
で
は
経
済
団
体
、

各
種
協
同
組
合
、
民
間
企

業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
一
般
社

団
・
財
団
法
人
、
独
立
行
政

法
人
、
大
学
な
ど
の
役
員
ク

ラ
ス
が
対
象
と
な
っ
て
い

る
。

　
政
府
が
岩
手
・
宮
城
両
県

の
災
害
廃
棄
物
処
理
な
ど
に

つ
い
て
の
完
了
目
標
と
し
て

設
定
し
て
い
た
の
は

年
度

内
。
環
境
省
が

年
２
月
に

発
表
し
た
岩
手
、
宮
城
、
福

島
の
避
難
区
域
を
除
い
た
沿

岸
市
町
村
に
お
け
る
「
災
害

廃
棄
物
等
処
理
の
進
捗
状

況
」
に
よ
れ
ば
、
岩
手
県
で

％
、
宮
城
県
で

％
、
福

島
県
で

％
と
、
着
実
に
処

理
は
進
ん
で
い
る
と
い
え
る

だ
ろ
う
。
し
か
し
、
廃
棄
物

処
理
の
完
了
が
復
旧
の
完
了

と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な

い
。
復
旧
は
元
の
状
態
に
戻

す
こ
と
で
あ
る
。
復
興
は
さ

ら
に
そ
の
先
だ
。

　
一
日
も
早
く
復
旧
、
そ
し

て
復
興
す
べ
く
、
産
学
官
は

連
携
し
「
新
し
い
東
北
」
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　　 ２０１４年 平成２６年 ３月１１日 火曜日 【広告特集】 （ ）

　
「
新
し
い
東
北
」
の
創
造

は
人
口
の
減
少
や
高
齢
化
、

産
業
の
空
洞
化
と
い
っ
た
、

こ
れ
ま
で
東
北
地
域
が
抱
え

て
い
た
課
題
を
そ
の
ま
ま
に

し
て
復
旧
す
る
の
で
は
な

く
、
こ
れ
ま
で
の
課
題
を
解

決
し
、
同
じ
課
題
の
解
決
に

取
り
組
む
日
本
の
地
域
、
さ

ら
に
は
世
界
の
モ
デ
ル
に
な

る
「
創
造
と
可
能
性
あ
る
未

来
社
会
」
の
形
成
を
目
指
し

て
い
る
。

　
具
体
的
に
は

元
気
で
健

や
か
な
子
ど
も
の
成
長
を
見

守
る
安
心
な
社
会

「
高
齢

者
標
準

低
下
し
た
高
齢
者

の
身
体
・
認
知
機
能
を
標
準

と
す
る

」
に
よ
る
活
力
あ

る
超
高
齢
社
会

持
続
可
能

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会

自
律

・
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
社

会

頑
健
で
高
い
回
復
力

を
持
っ
た
社
会
基
盤

シ
ス

テ
ム

の
導
入
で
先
進
す
る

社
会

高
い
発
信
力
を
持
っ

た
地
域
資
源
を
活
用
す
る
社

会
―
と
い
う
五
つ
を
柱
に
挙

げ
て
い
る
。

　
復
興
庁
で
は
民
間
企
業
、

大
学
・
研
究
機
関
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
な
ど
幅
広
い
担
い
手
に

よ
る
先
導
的
な
取
り
組
み
を

加
速
す
る
た
め
「
新
し
い
東

北
」
モ
デ
ル
先
導
事
業
を
選

定
し
、
支
援
し
て
い
る
。

年
度
は

件
が
採
択
さ
れ
、

地
域
資
源
の
活
用
と
し
て

「
中
山
間
地
に
お
け
る
植
物

工
場
の
活
用
」
事
例
な
ど
が

選
ば
れ
て
い
る
。

　
復
興
事
業
で
は
植
物
工
場

に
高
い
関
心
が
寄
せ
ら
れ

る
。
植
物
工
場
は
水
・
温
度

・
光
を
制
御
し
、
土
を
使
わ

ず
に
野
菜
を
水
耕
栽
培
す
る

シ
ス
テ
ム
。
安
全
で
安
心
に

食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
野
菜

を
生
産
す
る
植
物
工
場
は
東

北
地
域
の
農
業
復
興
だ
け
で

な
く
、
農
商
工
が
連
携
し
た

未
来
型
農
業
シ
ス
テ
ム
の
構

築
に
も
な
る
と
い
わ
れ
て
い

る
。
政
府
の
「
新
し
い
東

北
」
モ
デ
ル
先
導
事
業
で
は

福
島
県
白
河
市
で
Ｊ
Ａ
東
西

し
ら
か
わ
が
完
全
人
工
光
型

水
耕
栽
培
シ
ス
テ
ム
「
み
り

ょ
く
満
点
や
さ
い
の
家
」
を

立
ち
上
げ
て
い
る
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
会
津
富
士

加
工
や
富
士
通
グ
ル
ー
プ
が

同
県
会
津
若
松
市
で
低
カ
リ

ウ
ム
レ
タ
ス
の
生
産
を
、
ま

た
、
同
県
双
葉
郡
川
内
村
が

民
間
企
業
と
連
携
し
て
リ
ー

フ
レ
タ
ス
の
生
産
を
行
う
な

ど
、
東
北
地
域
に
お
け
る
植

物
工
場
事
業
開
発
の
取
り
組

み
が
加
速
し
て
い
る
と
こ
ろ

だ
。

　
「
新
し
い
東
北
」
モ
デ
ル

先
導
事
業
は
現
在
、

年
度

の
公
募
を
行
っ
て
い
る
。

年
度
は
「
横
断
的
課
題
支
援

事
業
」
と
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
業
」
の
２
区
分
。
公
募
期

間
は
横
断
的
課
題
支
援
事
業

が
現
在
募
集
中
で
３
月

日

時
ま
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
業
は
４
月
１
日
か
ら

日

時
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。

応
募
資
格
は
復
興
に
取
り
組

む
法
人
・
団
体
。
た
だ
し
、

企
業
や
地
方
公
共
団
体
が
単

独
で
応
募
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
ま
た
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
事
業
で
は
被
災
地
の
法
人

・
団
体
が
構
成
団
体
に
含
ま

れ
る
必
要
が
あ
る
。
支
援
対

象
と
な
る
取
り
組
み
や
経
費

の
範
囲
、
選
定
基
準
な
ど
は

復
興
庁
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
調

達
情
報
で
公
開
さ
れ
て
い

る
。


